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1 都記 ― 1166 556
疇昔ノ京ノ條通小路種々雖トモ有ト當京ノ
條通厨子小路町ノ名付字如此也

― ― ―
通称：寛永平安古図
南北の記載範囲は、北が一条
通、南は七条通。

2
平安城本立売ヨリ九条迄
町並之図

― 1175 596
當京ノ條通厨子小路町名付如此新板開者
也

― ― ― 本立売は現上立売通

3 平安城東西南北町幷之図 ― 1055 575
當京ノ條通厨子小路町名付如此新板開者
也

― ― ―
南北の記載範囲は「平安城本
立売ヨリ九条迄町並之図」と同
じ。

4 平安城東西南北町幷之図 ― 1050 575
當京ノ條通厨子小路町名付如此新板開者
也

― ― ―

5 平安城東西南北町幷之図 ― 1060 585
當京ノ條通厨子小路町名付如此新板開者
也

― ― ―

6 平安城東西南北町幷之図 ― 1040 572
當京ノ條通厨子小路町名付如此新板開者
也

慶安5年辰正
月

山本五郎兵衛開之 1652

7 新改洛陽幷洛外之図 ― 1170 730

古より京ノ図板行多シといへども町之名違
多シ、其上柳原、安居院、西陣、北野、大
仏、六條之新屋敷者絵図ニ無之故、今度
其町町之名を悉ク聞立、凡町数千四百八
町之名付如此、此外洛外ノ名所旧跡山川
通路迄改、新板ニ開者也

承応二年葵巳
大呂吉日

― 1653

8
新板平安城東西南北町
幷洛外之図

― 1349 870

此図世に四板ありといえども御公家衆名
所無之一ニ三付を以公家屋敷不殘令書付
者也、洛外の名所旧跡方角或ハ山川道筋
相違有之仍此度粉骨をつくし其所々を考
あらためて令開板者也

承応三年甲午
五月吉日

板本北山
修学寺村無庵

1654

9
新板平安城東西南北町
幷洛外之図

― 1322 844

此図世に四板ありといえども御公家衆名
所無之一ニ三付を以公家屋敷不殘令書付
者也、洛外の名所旧跡方角或ハ山川道筋
相違有之仍此度粉骨をつくし其所々を考
あらためて令開板者也

明暦貮年丙申
卯月

板本道清 1656

10
新板平安城東西南北町
幷洛外之図

― 1265 845

此図世に四板ありといえども御公家衆名
所無之一ニ三付を以公家屋敷不殘令書付
者也、洛外の名所旧跡方角或ハ山川道筋
相違有之仍此度粉骨をつくし其所々を考
あらためて令開板者也

丁酉明暦三年
二月吉日

寺町丸屋 1657
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11 新改洛陽幷洛外之図 ― 1136 712

古より京ノ図板行多シといへども町之名違
多シ、其上柳原、安居院、西陣、北野、大
仏、六條之新屋敷者絵図ニ無之故、今度
其町町之名を悉ク聞立、凡町数千四百八
町之名付如此、此外洛外ノ名所旧跡山川
通路迄改、新板ニ開者也

明暦三年丁酉
九月吉日

― 1657

12
新板平安城東西南北町
幷洛外之図

― 1329 880

此図世に四板ありといえども御公家衆名
所無之一ニ三付を以公家屋敷不殘令書付
者也、洛外の名所旧跡方角或ハ山川道筋
相違有之仍此度粉骨をつくし其所々を考
あらためて令開板者也

萬治元年戊戌
九月吉日

― 1658

13
新板平安城東西南北町
幷洛外之図

― 1270 835

是此図は洛陽洛外一覧するの図なり、然
共世間に流布する所の図は分明なりとい
へ共、又あやまりなきにあらず、其うへ此
たひ公家、武家、寺方等にいたるまで立か
はりたる所有、しかるかゆへにあやまりと
かはりたる所をことことくあらため伏見屋板
として令板行者也

寛文二年壬寅
九月日

伏見屋 1658

14
新板平安城東西南北町
幷洛外之図

― 1240 920

此図世に古板おおしといへども禁中様御さ
くしに付御公家　武家衆その外寺幷に町
等やしきかへ是有に付いまあらため令開
板者也

甲辰寛文四年
卯月吉日

三条寺町かど　升
屋

1664

15 ―不詳― ― 687 478 ― 寛文六年刊 寺田重兵衛 1666

16 新板平安城幷洛外之図 ― 719 530
此図ハ洛陽洛外御公家武家幷寺方等ニ
いたるまで立かハりたる所おほくありしをこ
とことくあらため重而令改板もの也

寛文七年丁未
卯月吉日

伏見屋開板 1667

17
新板平安城東西南北町
幷洛外之図

― 不詳 不詳

此図世に古板おおしといへども禁中様御さ
くしに付御公家　武家衆その外寺幷に町
等やしきかへ是有に付いまあらため令開
板者也

戊申寛文八年
卯月吉日

三条寺町かど
升屋

1668

18 新板平安城幷洛外之図 ― 1070 820 ―
寛文九年九月
□□□

伏見屋 1669

19 新板平安城幷洛外之図 ― 705 450 ―
寛文十二年壬
子正月吉日

伏見屋開板 1672

20 新板平安城幷洛外之図 ― 不詳 不詳 ― 延宝六年刊 林吉永 1678

21 新板平安城幷洛外之図 ― 不詳 不詳 ― 延宝八年刊 ゐづゝや 1680

22 新板平安城幷洛外之図 ― 914 595 ―
天和元年酉十
一月吉日

いつゝや吉兵衛板 1681



23 新板平安城幷洛外之図 ― 890 590 ―
貞享元年子七
月吉日

靏屋 1684

24 新板平安城幷洛外之図 新板増補京之図 890 580 ―
貞享二年十一
月吉日

いつゝや吉兵衛板 1685

25 新板平安城幷洛外之図
新板増補京之図
鶴屋利右衛門板

900 580
此図ハ洛陽洛外御公家武家幷寺方等ニ
至まで立かハりたる所おほし此京□新板
ニ増補シ之改板者也

（推定：貞享2
～4年）

姉小路通御幸町西
へ入本屋理右衛門
板

1685～
1687

26 ― 新撰増補京大絵図 1660 1240 ―
貞享三丙寅年
三月吉日

御絵図所林氏吉永 1686

27 ― ― 1300 1050 ―
（推定：貞享4
～元禄3年）

―
1687～
1690

28 新板平安城幷洛外之図 ― 900 580 ―
（推定：貞享4
～元禄3年）

本屋理右衛門
1687～
1690

29 新板平安城幷洛外之図 ― 1150 590
此図ハ洛陽洛外御公家武家寺方等ニ至
まで立かはりたる所おほく在之ニゟ重々あ
らため令改板もの也

貞享五年三月
吉日

林氏吉永 1688

「禁中御築地廻御公家衆御覧
之ためこゝに書き出す物なり」
と群小公家屋敷を拡大図にし
て添付

30 ― 新撰増補京大絵図 1640 1220 ―
元禄二歳正月
吉辰

林氏吉永 1689

31 ― 新撰増補京大絵図 1640 1230 ―
元禄四歳九月
吉辰

林氏吉永 1691

32 新板平安城幷洛外之図 920 580 ―
元禄四年三月
吉日

林吉永 1691

33 ― 新撰増補京大絵図 1670 1250 ―
元禄九歳二月
吉辰

林吉永 1696

34 新板平安城幷洛外之図 京之図新板洛外入 920 590 ―
元禄九子年四
月吉日

いせや新兵衛
きくや七郎兵衛

1696

35 増補京洛中幷洛外図 ― 470 300 ―
（推定：元禄10
～正徳4年）

―
1697～
1714

36 新板平安城幷洛外之図 ― 860 580 ―
元禄十一正月
吉日

いせや新兵衛
きくや七郎兵衛

1698

37 ― 新撰増補京大絵図 1630 1230 ―
元禄十二歳正
月吉日

林氏吉永 1699

38 新改平安城幷洛外之図 ― 不詳 不詳 ― 元禄十三年刊 林吉永 1700


